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盛岡市商工労働部経済企画課

副業型地域活性化起業人 田野倉正規
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田野倉 正規
Masanori Tanokura
本業：カルチュア・コンビニエンス・クラブ㈱地方創生事業
開発部リサーチ＆プランニング

副業：副業型地域活性化起業人・ミュージシャン・音楽制
作・イベント企画運営など

ミッション「地域&社会課題解決」
生活者×地域×市場のニーズ＆課題起点

”マーケットインで課題解決”

【略歴】カルチュア・コンビニエンス・クラブ（CCC）グループで、ビッグデータや共通ポイントサー
ビス「Vポイント(旧Tポイント)」を活用した広告/販促宣伝/法人コンサルティング営業/新規事業
立ち上げを経験。21年からCCCマーケティング総合研究所で生活者ニーズを起点とした地域/
社会課題解決プロジェクトを推進。関係人口創出・6次産業化支援・地域経済活性化・少子化対
策など幅広く地域活性に関わる。
副業型地域活性化起業人として、2024年に秋田県にかほ市総合政策課のシティプロモーション、
2025年から岩手県盛岡市商工労働部経済企画課の中心市街地活性化など自治体職員の仕
事を支援している。

【実績】秋田県半農半Xアドバイザー/農的関係人口PJ支援・春日部市官民連携まちづくり エリ
アプラットフォーム構築支援・CHEEAT TOKYOプロデューサー・農林水産省消費者データ活用
PJ・経産省福島県浜通り交流人口創出PJなど

マーケティング
データ活用

/EBPM

事業開発/

デザイン思考

地域/社会

課題解決

関係人口

(人流)

食農/

一次産業

産業振興

(経済活性)

官民連携

まちづくり

地域活性化

起業人

プロフィール
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特徴
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会社概要

社名 カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社

創業 1983年３月24日

資本金など 24,566百万円※1

売上高（連結） 90,309百万円※2

本社所在地 〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい三丁目3番3号

※1：2025年3月31日現在。資本金、資本剰余金(CCC単体)の合計額です。

※2：2024年3月期。 ※3：2026年2月時点。
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従業員数 2,021人※2

店舗数 TSUTAYA ： 580

蔦屋書店 ： 35

SHARE LOUNGE ： 54

TSUTAYA Conditioning ： 29

STARBUCKS ： 100 ※3

CCCについて
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は生活提案をする企画会社です 。
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Retail
Business

Customer
Experience

CCC
Group

Database
Marketing

Partner
Communi

cation

Life
Design

SHARE LOUNGE事業、エクスペリエンスデザイン事業

ソーシャルデザイン事業、海外事業、フランチャイズ事業

蔦屋書店事業、SHIBUYA TSUTAYA、

IPプロデュース/IP事業、ウエルネス事業、スターバックス事業

パートナーシップ＆コンサルティング事業

地域創生事業

ポイント事業、データベースマーケティング事業

カスタマーバリュー事業、金融事業
カルチュア・エンタテインメントグループ、光村推古書院、Livels

トネリコ、Booklive、芸文社、MOTOTECA

アートラボ事業、モビリティ・マーケティング・デザイン事業

スマートライフデザイン事業

CCCの事業領域
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空間価値

リアル店舗や施設のイノベーション/
まちづくり・にぎわいの場づくり

体験価値
データベース
マーケティング

Copyright © Culture Convenience Club Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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盛岡市 産官学民連携による産業振興プロジェクト
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生活者ニーズを起点に地域経済活性化を目的とした共同研究を開始
▼

「MORIO Pay」の利用データや人流データをもとに、
CCCMKホールディングス㈱ CCCマーケティング総合研究所が有する

生活者インサイト把握力やデータ分析力を活用
▼

「MORIO Pay」の新たな活用策や、試行的な取り組みの企画・実施により、
地域経済の活性化に向けた事業展開について調査研究を行う

▼
結果、盛岡市の地域経済を支える中小企業においてもデータ活用人材を育成し

盛岡市内の商業者の経営力強化・地域経済の持続的発展へ

盛岡市

まちづくり会社

（地域通貨・人流

データ）

商店街・祭り

(駅前・肴町・サ

マーガーデン他)

商業施設

(フェザン・川徳・

monaka)

岩手県立大学・

ホームシックデザ

イン

ベアレン醸造所・

ヘラルボニー
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副業型地域活性化起業人（R7）

１ 業務名： 令和７年度盛岡市商業振興アドバイザリー業務

２ 目的：都市部に所在する企業等の社員の人脈やノウハウを活かしたアドバイザリー業務をとおして、本市の中心市街地
における商業の活性化を推進することを目的とする。

３ 特記事項： 本業務は総務省が定める「地域活性化起業人制度」のうち、「副業型地域活性化起業人」として業務を行う
ことから、総務省「地域活性化起業人制度」推進要綱（令和３年３月30日（総行応第78号））（以下「推進要綱」という。）
に基づき行うものである。

４ 業務形態： 推進要綱に基づき、以下のとおり定める。
(1)業務時間に関すること 月４日以上かつ20時間以上とする。
(2)現地滞在日数に関すること 月１日以上盛岡市に滞在し、従事すること。

５ 業務期間 業務期間は令和７年５月１日から令和８年3月31日までとする。

６ 業務内容 業務内容は以下のとおりとする。

(1)盛岡市AI人流・交通分析システム及びMORIO Pay等を活用した
研究、考察、検証及び助言

(2) その他商業及び産業の活性化に資する取組に対する助言 12
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昨年度の活動内容

MORIO Pay/AI人流
岩手県立大学
協働研究

商工団体
（VC企画委員会・駅前商店街・

YEGなど）

集客力/影響力のある
(ヘラルボニー・川徳・ベアレン醸

造所など)

中心市街地活性化を
軸とした

アドバイザリー業務
＋起業人企画立案

岩手大学
(One+・地域協創教育センター・

NPCN）

ストリートファニチャー
（大通商店街×ホームシックデザ

イン）

浴衣のまち×高校生・
映画のまち

西口複合施設開発
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岩手県立大学×MORIO Pay協働研究

非金銭的価値の創出

リソース/ノウハウ不足

商工団体連携強化

マネタイズ課題

法人向けサービス強化

岩手県立大学地域協働研究

課題：一過性＆持続可能性

YEG連携・AI人流活用
地域経営力強化

17



ゆかたのまち盛岡×ユーYouForever

・企画の組み立て方/進め方
・課題解決案ブレスト
・大学やミュージシャンとのコラボ案
・持続可能性 など

昨年の実施内容

岩手大学音楽サークル連携など
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One＋事業×NPCNサークル

800件

1,400件

関係人口
コンソーシアム 200人強

2,400リーチ以上

プロモーション協力企画アドバイス・伴走支援

地域課題解決共創事業『One+（ワンプラス）』
①地域課題に取り組む人材の育成
②学生団体やプロジェクトの支援

岩手大学学内カンパニー
まちづくりサークルNPCN
(NewPowerCreativeNetwork) ×
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盛岡市産材活用プロジェクト

肴町商店街の「おさかなベンチテーブル」
大通商店街の「さんかくテーブル」「トンネルボード」

なぜ・誰に・どんな価値を・どこで・どうやって届けるか？

ストリートファニチャー
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岩手大学イベント
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学生にとっての盛岡の魅力
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盛岡のまちに対する興味

25



興味がある or ない理由

26

学生とまちの
接点強化



盛岡の魅力とポテンシャル（私見）

ウォーカブル 自然・歴史文化
商店街/魅力的

なお店

イベント 大学/若者 イノベーター

27



課題提起
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対策案
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チャレンジしたいこと

起業人
×

中心市街地
活性化

商工団体・
MORIO 

Pay/AI人
流など

YEG/大学
/ヘラルボ
ニーなど

域内外
企業

盛岡市

“共創まちづくりモデル（エコシステム）”を構築し、

地元企業の経営力強化・地域経済循環へ

中心市街地の活性化・若者の定住/就業につながる

共創プロジェクトが自然発生的に生まれる状態へ

起業人予算を活用した

共創コミュニティ形成×実証実験

起業人が推進ハブ機能となり、

中間支援・構想設計を担い、つながりを生み出す

産官学民金連携プロジェクト
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共創まちづくりモデル

つなぐ
Connect

共に創る
Co-create

育てる
Cultivate

計画を回す＜「関係を育てる」循環を重視し、文化として定着

柔軟で有機的な
産官学民金連携体制の構築

・実証事業
・学生/企業参画

共創を通じた文化定着
・人材育成
・情報発信/制度化など
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今年度実施すること

コミュニティ形成

実証実験学び

共創

33



ロードマップ・アクションプラン

（Teams運用、

R7

現状把握・体制

構築

R8

コミュニティ形成・

実証実験

R9

自立自走化
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おわりに

盛岡の地元企業の経営力強化・地域内経済の好循環を実現

中心市街地の活性化や若者の定住・就業につながる共創プロジェクトが

自然発生的に生まれる“共創まちづくりモデル（エコシステム）”を構築

起業人が「ハブ（結節点）」となり、

中心市街地を支える商工団体とイノベーターや若者（学生）との連携を強化

既存の枠組みに捉われない産官学民金連携プロジェクト

マーケティング・事業開発・地方創生の知見、そして多分野にわたるネットワークを活用
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